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本システムは、レポート用

ており、レポート用紙上にボ

いくと同時に位置情報を電波

ザー部分に送信することで、

部のメモリー及びパソコン側

しかしながら、電子メモパッド

途中でずれた際には、保管

と行ずれが発生してしまう。 

本論文では、この文字ず

という技術について説明する

２．２．２．２．電子メモパッド搭載電子メモパッド搭載電子メモパッド搭載電子メモパッド搭載

図１に本システムのブロッ

内臓の CPU により、ペン(RF

board)から検出されるペンデ

換後に内部のメモリーに保管

PC 側では送信されたペンデ

管理・検索等を行う。 

また PC 側の LCD 画面

報と同一の表示を行う。詳細
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1) Digitizer board: RF PEN

2) RF PEN: Digitizer board

3) Analog-Digital conversio

4) CPU: ペンデータを内部

したり PC 側との I/F をコ

5) Serial Data I/O: 保管ペ

また PC 側 からのコマン

6) 5V, FUEL_BATT, SYSAC

 電源や通信を制御する信

  レポート用紙を用いた電子

 ずれた際のペン軌跡の補正
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メモパッドとノートパソコンを一体化したシステムにおいて、電子メモパッド上のレポート用紙が書いている途中で 

技術について述べる。 
紙を用いた電子メモパッドを採用し

ールペンとして情報を書き込んで 

で電子メモパッド内部のデジタイ

ペン軌跡情報を電子メモパッド内

に転送し保管を行う。 

上のレポート用紙が書いている 

されるペン軌跡データに文字ずれ

れと行ずれを検出して、補正を行う

。 

ノートパソコンノートパソコンノートパソコンノートパソコン    

ク図を示す。電子メモパッド側は 

 PEN)とデジタイザー(Digitizer 

ータをアナログからデジタルに変

及び PC(パソコン)側に送信する。

ータを専用ソフトウェアで加工・ 

ではレポート用紙に書き込まれた情

機能を下記の 1)から 6)に示す。 
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ロック図ロック図ロック図ロック図        (参考文献-1 参照)     

の位置座標と状態を決める 

により検出される RF を放射する 

n: アナログからデジタルに変換 

Memory に保管したり PC 側へ転送

ントロールする。 

ンデータを PC 側に送信する、       

ドを受信する。    

TIVE：電子パッドの電源および 

号。              

3.3.3.3.    紙ずれによる文字ずれの自動補正紙ずれによる文字ずれの自動補正紙ずれによる文字ずれの自動補正紙ずれによる文字ずれの自動補正    

本システム用標準レポート用紙は図 2 と図 3 に示すような  

罫線を持っている。 

例えば図 2 のように、「おはよう」と書いた後でレポート用紙が 

ずれて、続けて「ございます。伊藤」と書いた場合、保管データ

は用紙がずれる前に入力したものに対して斜めになりずれてし

まう。 このような場合に保管データがレポート用紙上のデータ

と同様な並びになるように補正する技術を以下に説明する。

ございます。伊藤

図２．用紙がずれた場合

----------

おはよう                                          

                     

                     

        

          

おはよう

ございます。伊藤

図３．本補正後の保管データ

        

図４. DB用文字のベクタ化

伊
図５.傾いた入力文字のベクタ化

伊

図 ６ . 図７ .傾 い た文 字の ベク タDB 化 さ れ た文 字 ベ ク タ

傾斜角
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図９に用紙ずれによる文字ずれと行ずれ補正方法のフローチャ

ートを示す。 

このずれの検出方法として、図４のように、最初に基本データと

して、正常に書いた時の本来の文字の各線をベクター化してそ

れぞれの角度の 関係を図６のようにデータベース化しておく。

（標準ベクター情報のデータベース作成） 

次に図５のように実使用で傾いた文字が入力されると、 

①図７のように、文字の各線をベクター化してそれぞれの角度

の 関係と書き順(あいまいさ含む)を、図６と同様に導き出す。 

②標準ベクター情報を元に、実使用時の入力文字のベクター

同士の傾き関係から、一番似ている文字を特定する。同時に 

実使用時の入力文字の各ベクターの傾斜角度を導き出し、

平均化した値を文字の傾斜角(図７の例参照)とする。 

③そして各文字ごとに順番に、平均化した各文字の傾斜角を 

もとに、入力文字の各文字を回転修正させる。 

 

④次に同じ行に書かれている他の文字と同じ高さに移動させる。

同じ行に書かれている文字を同じ高さに移動させる方法を、

下記(i)(ii)(iii)に示す。 

(i)先ず、行の基準高さとしては保管されている一行前の行から、

標準レポート用紙の罫線の間隔分を下げてそれを新行の 

基準高さとする方法をとる。 

もし一行前の行データが保管されていない場合は、一番  

左端の文字に合わせる方法と、隣接する文字同士で標準レ

ポート用紙の罫線の間隔の半分以内で高さ(Y 座標）がずれ

ている文字並びを一行と見做して、その一行の平均に合わ

せる方法がある。 

また隣接する文字同士で罫線用紙の行(罫線)間隔の半分以

上に高さ(Y 座標）がずれている場合は、改行したものと判断

し、行(罫線)間隔分の高さを下げて上記と同じ処理を行う。 

 

(ii)個々の文字の高さ方向で一番下の点を横方向で同じ高さに

揃える方法、但し文字がある基準より小さい文字の場合は、

少し上に持ち上げて全体のバランスを良くする。 

(iii)個々の文字の高さの平均； 

Digitizer-board の分解能が 0.1mm/point なので X 座標で

0.2mm から 0.5mm 間隔位置での、個々の文字の Y 座標の最

高点と最下点を加算して各文字の中心の平均値を出し、この

平均値に合うように書き込まれた文字を行(罫線)毎に高さを

揃える。 

 

図８に文字ずれと行ずれを補正した後のペンデータ例を示す。 
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上記演算を周期的に PC 上の専用ソフトウェアで行うことで、 

自動的に補正がなされ、レポート用紙上に書かれた文字の並

びと 同様な保管データを得ることができる（図３参照)。  
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４４４４．おわりに．おわりに．おわりに．おわりに    

  以上のように、電子パッド(デジタイザー)の基本特性である 

高分解能を利用して、上記の紙ずれによる文字ずれと行ずれを 

検出して補正することで、ユーザーが標準レポート用紙を途中

でずらしてしまった場合、あるいは標準レポート用紙でない紙の

使用で文字がずれた場合に、レポート用紙に書かれた見た目と

略同じ保管ペンデータを得ることが可能になった。 

今回は文字が独立している日本語のみの対応(参考文献-2 参

照)であるので、英語の連続した筆記体のような入力への対応が

今後の課題である。 

近年 Windows-Tablet 版の登場により、電子パッドのペン軌

跡の関連技術が再度注目されてきているので新たな補正技術

や精度向上の検討を次へのステップとしたいと思う。 
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